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南砺市文化芸術振興基本計画（第３期）及び

第３次南砺市文化芸術振興実施計画の策定について

■ 趣旨

令和３年度より令和７年度までを計画期間として、市の文化行政の方向性を示した「南砺市文

化芸術振興基本計画（第２期）」並びに、基本計画の具体的な施策を定めた「第２次南砺市文化

芸術振興実施計画」を策定し、これに基づいて文化芸術推進事業に取り組んでいる。

急速に変化している社会環境等を考慮した上で、新たに南砺市文化芸術振興基本計画（第３

期）及び「第３次南砺市文化芸術振興実施計画」（計画期間はそれぞれ令和８年度から令和１２

年度までの５年間）を策定するもの。

■ 策定方法

実施計画推進ワーキンググループにおいて、これまでの実施状況もふまえた実施計画（案）を作

成する。次に、学識経験者や関係団体の役職員、公募委員などで組織する南砺市文化芸術振興

実施計画策定委員会に実施計画（案）を提出し、意見を反映させ計画を策定する。あわせて基本

計画の内容についても協議し、改定を行う。

■ これまでの取り組みについて

日程 内容 策定委員会 推進ワーキンググループ会議

令

和

7

年

4月

4/24

推進ワーキンググループ会議全体会

・メンバー紹介、推進ワーキンググループにつ

いて、市民アンケートについて等

5 月

5/9

市議会全員協議会

・策定スケジュール、

市民アンケートについて

5/23

推進ワーキンググループ会議全体会

・実施計画」素案作成までの流れについて、実

施事業内容 基本計画項目対応表について、

市民アンケートについて等

6 月

6/20

第 1 回策定委員会

・策定スケジュールの確認と実施計

画・基本計画の改定について

6/12 アーカイブズ部会

6/18 再評価・後継者育成部会

6/19 ネットワーク部会

・南砺市文化芸術振興基本計画、第３次実施

計画について

7 月

7/14 再評価・後継者育成部会

7/15 アーカイブズ部会

7/17 ネットワーク部会

・南砺市文化芸術振興基本計画、実施計画に

ついて
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※適宜、ワーキング部会長会議を開催（進捗状況の確認・部会間調整）

第３次南砺市文化芸術振興実施計画の策定について（概要）

・基本目標及び施策の方向性について、少子高齢化による人口減少をはじめ、時代の変

化とともに文化芸術を取り巻く環境の変化に対応した記載の変更を行う。

・実施事業の分類において、すべて長期的展望の中で実施を目指すこととし、現行計画

にある事業区分（初期事業・継続事業・継続事業（充実）・中期事業・後期事業）の分類

を削除

・現行計画で基本計画項目対応表は５２事業と多岐にわたっている。具体的な事業と抽

象的な事業が混在しているため、できる限り集約した対応表とする。

・性別、年齢（高校生、大学生などの若い世代～高齢者）、国籍、障がいの有無に関係

なく、文化芸術活動体験ができる場をつくることで、誰もが主体的に文化芸術活動に取り

組める機会の創出を追加。

・第２次南砺市文化芸術振興実施計画策定時（令和３年３月）にはなかった中学校部活

動地域展開について、文化協会や文化芸術団体と協力し、文化芸術活動に触れられる

機会をつくるための助言・支援等を行う。

・利賀地域の「上畠アート」や井波地域の「まちなみアート in いなみ」をはじめとしたアート

イベントが行われている土壌があるなか、新しい地域密着型アートイベントの体制について

支援等を行う。

8 月

8/18 部会長会議

8/20 アーカイブズ部会

8/25 再評価・後継者育成部会

・南砺市文化芸術振興基本計画、第３次実施

計画について

9 月

9/10 ネットワーク部会

9/18 部会長会議

9/29 ワーキング全体会

・南砺市文化芸術振興基本計画、第３次実施

計画について

10 月

10/31

第 2 回策定委員会

・実施計画（案）について
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(１)

市民が創り上げる（日常的な）

文化芸術の再評価

(５)

文化芸術の下地を支える地域

コミュニティの振興（文化芸術を

活用した産業の活性化）

(３)

文化芸術活動のイニシアチブを

執るリーダーの育成・人材発掘

（担い手の発掘・育成）

(２)

南砺市内の文化芸術活動団体

同士のネットワーク構築

(４)

従来の地縁的な「結」に変わる

「新しい結」の創生

① 日常的な文化の再評価

―意識・価値観の転換

(a) 「南砺の文化」の記録整理

(b) 地元地域での再評価・再発見

(c) 南砺市美術展の充実・発展

② 世代や集落を超えた再評価

―外からの評価から価値を高める

(a) 文化の価値を認識するシンポジウ

ム・フォーラムの開催

(b) 伝統的祭事等のモチベーション

向上機会の充実

③ 世界遺産・ユネスコ無形文化

遺産の価値の共有

(a) 世界遺産マスタープランの推進

(b) 世界遺産保存のための啓発活動

(c) ユネスコ無形文化遺産の継承と

啓発活動

① 集落を超えた「結（ネットワー

ク）」＝協力体制の構築

(a) 文化を守るセーフティ・ネットワー

クの構築

(b) 南砺から世界へ―セーフティ・

ネットワークの更なる拡大

② 広域的な「結（ネットワーク）」の

構築

(a) 文化芸術創造都市間のネットワ

ーク構築

(b) 共通の文化圏内における「結」の

構築―輪を広げ、結ぶ

(c) 「文化と教育の先端自治体連合」

によるネットワーク構築

③ 南砺でしか存在できない独自の

「結」の更なる発展

(a) 世界とつながる「結」の発展

(b) 世代を超えた「結」・「伝統」の継

承支援

(c) 独自の食文化の継承・発展

① 文化芸術活動団体の育成・支

援

(a) ジャンルや目的を同じくした新た

な

団体の設立支援

(b) 文化芸術活動団体を育む制度の

構築

② 市民・文化芸術団体の交流促

進

(a) 文化芸術を語り合える場の提供

(b) 新たな協力体制の構築

① 創造的で熱意のある人をつなぐ

―自然発生的文化創造

(a) 文化を「結ぶ」人材の発掘

(b) リーダー・地域文化の担い手たち

を

「結ぶ」場の提供

② 郷土に関心を持つ子どもたちの

育成

(a) 子どもたちの郷土愛の醸成

(b) 子ども体験型事業の充実

① 新たな情報発信方法の創出

(a) 国際的なイベントを活用した

新しい情報発信体制の構築

(b) 「南砺市文化芸術アーカイブズ

ホームページ」による文化芸術

情報の一元化

(c) 情報発信力の強化

② 文化芸術を活かしたまちの

活性化

(a) TOGA 国際芸術村構想の推進

(b) 文化施設を活用したまちの活性

化

③ 文化芸術で地域を豊かに

(a) 文化の創造性を活かした新しい

まちづくり

(b) 福光美術館 常設展・企画展の

充実および南砺市所蔵美術品

管理の徹底

(c) 「南砺市交流観光まちづくりプラ

ン」との連携強化

「 結 」 の 力 を 「 結 ぶ力 」 に

(１)

市民が創り上げる（日常的な）

文化芸術の再評価

(５)

文化芸術を活用した地域振興

(３)

文化芸術活動のイニシアチブを

執る人材発掘と担い手の育成

(２)

南砺市内の文化芸術活動団体

同士のネットワーク構築

(４)

従来の地縁的な「結」に変わる

「新しい結」の創生

① 日常的な文化の再評価

(a) 「南砺の文化」の記録整理

(b) 地元地域での再評価・再発見

(c) 文化芸術の発表の場の提供

② 世代や地域を超えた再評価

―外からの評価から価値を高める

(a) 文化の価値を認識するシンポジウ

ム・フォーラムの開催

(b) 伝統的祭事等のモチベーション

向上機会の充実

③ 世界遺産・ユネスコ無形文化

遺産の価値の共有

(a) 世界遺産マスタープランの推進

(b) ユネスコ無形文化遺産の継承と

啓発活動

① 地域を超えた「結（ネットワー

ク）」＝協力体制の構築、発信

(a) 文化を守るためのネットワークの

構築

② 広域的な「結（ネットワーク）」の

構築

(a) 文化芸術活動に力を入れる自治

体等との交流、情報共有

(b) 共通の文化圏内における「結」の

拡大、発展

③ 南砺の独自文化の継承、発展

(a) 世界とつながる「結」の発展

(b) 世代を超えた「結」・「伝統」の継

承支援

(c) 独自の食文化の継承・発展

① 市民・文化芸術団体の交流促

進、活動充実

(a) 文化芸術を語り合える場の提供、

ネットワーク構築

(b) 誰もが主体的に文化芸術活動に

取り組める機会の創出

② 文化芸術活動団体の育成・支

援

(a) 次世代の文化芸術活動団体を

育む制度の構築

(b) 文化芸術活動団体が抱える課題

のリストアップ、支援

① 次世代のイニシアチブを執る人

材の発掘

(a) 創造的で熱意のある人をつなぐ

② 郷土に関心を持つ子どもたちの

育成

(a) 子どもたちの郷土愛の醸成

(b) 子ども体験型事業の充実

① 情報発信方法の確立

(a) イベントを活用した情報発信体制

の構築

(b) 「南砺市文化芸術アーカイブズ

ホームページ」を活用した情報発

信力の強化

② 文化芸術を活かしたまちの

活性化

(a) 文化施設を活用したまちの活性

化

③ 文化芸術で地域を豊かに

(a) 文化の創造性を活かした新しい

まちづくり

(b) 「南砺市交流観光まちづくりプラ

ン」との連携強化

「 結 」 の 力 を 「 結 ぶ 力 」 に
ゆ い ネ ッ ト ワ ー ク
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第２次南砺市文化芸術振興基本計画　計画体系（現行）

第３次南砺市文化芸術振興基本計画　計画体系（案）

資料１
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南砺市文化芸術振興基本計画（第３期）及び

第３次南砺市文化芸術振興実施計画の策定について

■ 今後の策定スケジュール（案）

※ワーキング各部会は 1 回／月開催を目途とする。

※適宜、ワーキング部会長会議を開催（進捗状況の確認・部会間調整）

時 期 会議等 議題等

１１月 推進ワーキング部会（全体会） 策定委員会意見に対する検討

１２月

第３回策定委員会 実施計画案について

推進ワーキング部会（全体会） 実施計画案について

市議会全員協議会 実施計画案について

令和８年１月

推進ワーキング部会（全体会） 実施計画案について

地域づくり協議会情報交換会 パブリックコメントの実施説明

パブリックコメントの実施

２月
推進ワーキング部会（全体会） 実施計画案について

第４回策定委員会 計画案の承認

３月 市議会全員協議会 計画書の報告
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「第参幕 南砺獅子舞 秋の陣城端」 報告書

１．獅子舞共演会概要

日時: 令和７年１０月１１日 (土) １０時～１９時

会場: 練り歩き 城端市街地

獅子舞共演会 城端別院善徳寺境内

※ワークショップ 獅子頭色塗り、獅子木札絵付け、和紙の獅子舞ステンシル

※獅子舞体験 獅子頭、太鼓、笛体験・獅子舞衣装着付け等

【９月２８日（日）～令和７年１０月１８日（土）】

獅子頭展示 城端地域１４地区１５体

創作獅子舞展示 １０８体

目的：①多くの来場者の前で獅子舞を披露することによる、文化芸術の視点からモチベーションの向上、

観客にとっては、南砺市の誇る文化的財産の価値の再認識、周知を図る。

②共演会を通して、市内の獅子舞団体同士の交流や情報交換などの機会を創出し、団体間の連携体

制構築の契機とする。

実施体制：主催 南砺獅子舞実行委員会

主管 （一社）南砺文化芸術振興機構

後援 南砺市・南砺市教育委員会

助成 富山県・芸術文化振興基金

※令和元年、令和 5年の開催を経て、3 回目となる南砺獅子舞共演会は、（一社）南砺文化芸術振興機構

の発足を契機に行政と民間団体とで運営していく体制を構築した。

出演団体：市内獅子舞団体５団体

細野獅子舞保存会（城端） 本江西砂田島獅子舞保存会（福野）

利賀上村獅子方若連中（利賀） 上百瀬獅子舞保存会（利賀） 山見獅子方若連中（井波）

式年太鼓の会（共演会のみ）

内容：１１時～

・南砺獅子舞共演会と越中の小京都・城端ツアー実施（南砺市観光協会企画）

ガイド付まちなみ散策、獅子舞共演会特製弁当、善徳寺及び曳山会館見学、むぎや節等披露、

特別観覧席で南砺獅子舞共演会鑑賞 ７,０００円/人 １７名参加

１４時３０分～ 城端別院善徳寺境内にて全体集合写真撮影

・善徳寺山門を背景に全体集合写真を撮影

１５時～ 城端市街地の練り歩き

・善徳寺山門前から１５分間隔で出発。５団体ともルートを代え、目標地（じょうはな織館・

杜人舎・城端庵・荒町庵・よりそい横丁）で獅子舞を披露
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１７時～ 獅子舞共演会（城端別院善徳寺境内）

・各団体１５分を目安に、本堂前にて獅子舞演技を披露

・観客席は本堂階段部分に特別観覧者席 20 名（有料）、招待者席 50 名（有料者席含む）、本堂前

仮設足場観覧席（100 名）、参道両側に丸椅子（300 個）を設置

運営スタッフ：本部・受付（７名）

物販・出店（４名）

共演会（進行及び会場係）・練り歩きアテンド（７名）

ワークショップ・展示（７名）

記録・撮影（６名）

駐車場（４名）

観光ツアー（５名）

司会（２名）

※名城大学生２０名がボランティア従事

出店者：アサヒヤクリーニング（獅子舞ノウハウ）、兄貴のたこ焼き（商工会青年部城端支部）、

富山そば研究会城端支部、縄っ子＆ゆかた～ず（なんなんまぶまぶ）、NEXCO 中日本、

山の粉やさん（焼き菓子）、直営物販（ソフトドリンク等）

獅子舞共演会来場者数：約１,０００人
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２．当日の様子

①練り歩き（城端市街地）

全体集合写真 練り歩き

練り歩き 練り歩き 演舞

練り歩き 演舞 本堂前での集合写真
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②共演会場

共演会場 特別観覧席・有料席・招待席

仮設足場観覧席 参道両側観覧席

山門より 司会者
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山見獅子方若連中

上百瀬獅子舞保存会

本江西砂田島獅子舞保存会
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式年太鼓の会

利賀上村獅子方若連中

細野獅子舞保存会

- 18 -

資料２



③獅子頭展示・ワークショップ・出店

獅子頭展示 ワークショップ

ワークショップ 獅子舞体験

出店 出店
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